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(1) 

kyx  22 が奇数解を持つとき、 nm, を整数として、 12,12  nymx とおける。 

このとき )(2 nmyx   )1(2  nmyx  )1)((4))((22  nmnmyxyxyx  

ここで、 12)()1(  nnmnm は奇数であり、 1 nm と nm  の奇偶は異なる。 

したがって、 1 nm と nm  の一方は偶数であるから、 )1)((4  nmnmk は、8の倍数である。 

以上により示された。(証明終) 

 

(2) 

(1)より、 kyx  22 が奇数解を持つとき、 k が 8の倍数であることが必要である。 

逆に、 k が 8の倍数であるとき、 )0(8 ≧llk  とおくと lyxyxyx 8))((22   

lyxyx 4,2  とすると 12,12  lylx  

したがって、 k が 8の倍数であるとき、 kyx  22 は奇数解を持つ。 

求める必要十分条件は、 k が 8の倍数であることである。……(答) 


